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コウゾ(楮)の雌花 

 

 

 

 【今月のお知らせ】 

 

 ５月２１日に、平成２６年度のふじみ野市「環境フェア」の第１回実行委員会が開

催され、緑川・小林が参加してきました。日程は１０月２５日(土)で、場所は昨年と

同じで、ふじみ野市「東久保中央公園」です。最寄り駅は、東武東上線・ふじみ野駅

徒歩１０分です。団体ブースでの実施内容など、これから皆さんと相談して準備して

いきたいと思います。ご意見をお待ちしております。 

 

 

 

事務局より 

 



 【今月の活動報告 】 

 

◇ 春の観察会   ４月２６日 ◇        

【参加者】 小林、渡部、瀬畑、吉田あ、坂本、宗兼、吉田ひ （敬称略） 

【場 所】赤谷川支流大出俣林道(群馬県)  

  

  晴天に恵まれた 4月 26日(土)、今年度最初となる春の観察会を開催しました。 

 参加者は、５人の会員に２名のゲスト参加者を加えた総勢７名です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大出俣林道を散策中】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    【瑠璃色の宝石オオルリ】     【賑やかなフタリシズカ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        【タ－ゲット発見！】    【こっそりとイワナ釣り】 

 



 今回のコ－スは、普通に歩くと３時間程のアップダウンの少ない林道をのんびりと

5時間程かけて、動植物を観察しながら歩きました。 

 車を止めた付近ではヤマザクラが満開でしたが、歩みを進めると季節が逆戻りし、

未だ展開していない木々の隙間から差し込んだ春の陽光を浴びたワチガイソウやキ

クザキイチゲなど、清楚で可憐な植物と出くわすことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    【ワチガイソウ】              【キクザキイチゲ】 

 

観察会終了後は、湯温の低い炭酸泉(川古温泉)にゆったりと浸かり、疲れを流し帰途

につきました。 

 急な開催にも拘わらず、ご参加頂きました皆様お疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【カツラの巨木にはときおり妖精が現れる？】 【雪解けの瀬音を聞きながらお弁当】 

 

 

                                                            2014年 4月 26日 

                                                            報告者:吉田裕之 

 

 

 

 

 

 

 



春の植生調査 

 

5 月 11 日（日） 10:00 ～               下富第２・第３フィールド  

 参加者 ／ 土金、渡部、吉田ひ、北村み、緑川、神座、中島  

一般参加者／河野    （敬称略） 

 活動担当者／吉田あ 

 

 

26年度春季植生調査を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第3フィールドには、キンラン、ギンラン、ササバギンラン、フデリンドウ、クチナ

シグサ、トンボソウなど林床の花が多く見られます。 

植物は十分に成長した後、花を咲かせ実をつけますが、スプリングエフェメラルは、

春先にまず花を咲かせ結実し、その後他の植物に覆われてしまう前にできるだけ葉を

茂らせ栄養を根に蓄え、夏の盛りには休眠するという、他の植物と逆の生活様式を持

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ササバギンラン               ギンラン 

 



今回の調査では、昨年の調査で第3フィールドの作業エリアの一部に一面に咲いて

いたギンランがほとんど見られませんでした、これは5月の調査時に花の盛りだった

ギンランを、6月の下刈り作業で刈ってしまったのが減少の原因ではないかと考えら

れます。 

春先の花には注目が集まりますが、その後の成長時期には関心が薄れてしまい、保

護するはずの人の手によって減少を招いてしまう事があるのでしょう。 

作業エリアのフデリンドウ、クチナシグサの減少も同様の理由が考えられます。 

また、キンラン、ササバギンラン、クチナシグサは作業しないエリアで多く確認され、

作業エリアではほとんど見られなくなっているようです。 

下刈りの必要ない被度(90%以上)を保つためには、複層構造にして高木、亜高木、

低木を充実させることが必要ではないかと思います。 

第3フィールドの管理の方法を、再度検討する必要があると考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
オトコエシ                 ヒヨドリバナ 

 

 

 

                               担当 吉田あ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月３１日～６月１日            群馬県草津町 

草津町・佐藤さん里山の保全活動                

 

詳細については、担当の豊島・北村さんのお知らせを参考にしてください。 

 

 

参加希望者はメンバーメールにてお知らせください。 

 

 

注意：６月の下富フィールドでの作業はありません。 

   

 

【次回の活動予定】 



【お知らせ/募集】 

 
参加者募集のお知らせ 

 

森づくり集団「栞
しほり

」は、毎月第１週日曜日に所沢下富のくぬぎ山で里山の手入

れをおこなっています。 

会員のほとんどが森林インストラクターの資格を取得し、初めての方には危険防

止のための注意事項、作業方法を丁寧にご指導いたします。 

私たちは１０年以上にわたり目的に応じた森の手入れをして、経過を観察し新し

い発見、新しい取り組みを楽しんでいます。 

また、植物の観察会、子供のための観察会、森の手入れ研修会などを企画計画し

ていますので、興味のある方はぜひお問い合わせ下さい。     

 

連絡先は下記事務局まで 

 

 

【編集後記】 

  
                                                 

来週末は、恒例となった草津町にある、佐藤さん所有の里山保全活動に行く予定

です。ここでの活動の中心である T さんから昨年の作業の時に、この里山の少し

下にある道路は草軽電鉄が走っていた線路後であることを聞きました。 

若山牧水の作品に「みなかみ紀行」があります。牧水は１９２２年(大正１１年)

の秋に、軽井沢から嬬恋まで草津軽便鉄道に乗りました。この間の電化は１９２４

年(大正１３年)ですから、牧水は蒸気機関車に乗ったことになります。嬬恋に宿泊

した翌日は、自動車を利用して草津に入りました。（嬬恋－草津間の開通は、１９

２６年） 

今回の作業日程では、一日目には里山保全の作業は実施しないと聞いているので、

この線路跡を散策できればと思っています。 

 

秀 

                             

 

 

森づくり集団「栞
しほり

」事務局 

アドレス     info@mori-shiori.sakura.ne.jp  

ホームページ http://mori-shiori.sakura.ne.jp/ 

事務局 緑川睦子 

 

http://mori-shiori.sakura.ne.jp/

